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はじめに

トルコにおける統計事業はオスマン帝国の時代に遡るが，国民国家の枠組において国民経済を

把握する上で必要な統計事業が始まるのは１９２３年の共和国成立以降である。この最初の事業が

１９２７年の人口センサス，農業センサス，工業センサスであり，その後５年ないし１０年ごとに実

施されてきた。また各省庁において行政上の必要から個々に統計調査が行われてきた。その多く

はほぼ毎年刊行されてきたトルコ統計年鑑にまとめられているが，国民経済を把握するに十分な

統計が整備されていたわけではない。このため国民所得の推計を行う上で多くの困難があった。

近代トルコでは，統計事業は共和国成立以降，各省庁で担われたが，１９４８年に国家統計研究

所（Devlet Istatistik Enstitite 以後，DIEと表記する）が設立され，この機関が統計事業を統括

することになった。設立の直接的な契機は同年の OECD加盟であり，加盟に際して統計事業を

行う研究機関の立ち上げが求められ，それ以降，国民経済計算のための作業が組織的に始まっ

た。

１９４８年以前にも国民所得の推計は試みられた。最初はベルギーの専門家の指導による１９２８，２９

年の研究である。しかし基礎的な統計データの不足から満足な成果が得られなかった。その後

１９３５年にはドイツの専門家の指導のもと経済省の一部署で同様の事業が行われ，１９４７年にも

１９４２，４３，４４年の推計が試みられている。DIEの設立は省庁の各部署で実施されている統計事

業を統括し研究を行う機関が生まれたことで意義が大きかったといってよい。

DIEが OECD加盟を契機としたことで，統計制度も OECDの基準を満たすことが求められ，
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「国民所得と消費」，「政府財政と支出」，「対外取引」，「貯蓄と投資」に関するデータと分析を行

うことが指導された。

１９６０年のクーデタ後，３次１５年に及ぶ「開発計画」が開始されると，この実施機関として国

家計画機構 State Plan Organization（SPO）が設立された。SPOは開発計画を作るための基礎資

料の必要から独自に統計事業も行ったが，１９７１年に至って DIEと SPOの２つの作業グループが

合体し，１９７２年末に１９４８～７２年の国民所得の推計が行われた�。

その後，この推計をもとにさらに共和国が成立する１９２３年まで２５年遡る国民所得の推計が

T. Bulutayを中心にアンカラ大学のグループによって行われた�。ここでの作業は，試算に必要

なデータが存在する場合には１９４８～７２年の推計で DIEが行った方法を踏襲したが，これが難し

い場合には独自の方法が使われた。なかでも多くとられたのは指数を作って１９４８年の推計値を

遡る方法であり，このため指数作りに作業の中心がおかれた。

現在，DIEから刊行されている長期統計のデータ“Statistical Indicator１９２３～２００７”で

は，１９４８～７２年については DIEによる推計値が，１９２３～４８年については T. Bulutayのグループ

による推計値が公式の数字として採用されている。

ここでは，まず１９４８～７２年の国民所得統計の数値の根拠と推計方法を，“Türkiye Milli Geliri

１９４８～１９７２”（トルコの国民所得１９４８～７２年）と“Türkiye Milli Geliri ve Harcamaları１９４８～

７０”（トルコの国民所得と消費１９４８～７０年）をもとに紹介し，続いて“Türkiye Milli Geliri１９２３

～１９４８” をもとに共和国が成立した１９２３年までどのように遡ったのか推計の方法を検証すると

ともに問題点を指摘する�。

１．１９４８～７２年 国民所得統計

１） 産業部門ごとの付加価値計算（変動価格）

一国の経済活動の規模は，生産，支出，ファクター収入の３つの側面から把握することできる

が，「トルコの国民所得１９４８～７２年」では，データの制約や入手データの正しさを確認すること

が不可能であったことで，このいずれもが不完全であった。

生産の側面からの付加価値計算では，本来，産出額を中分類，小分類までたどり，また産出と

投入を別々に計算するのが望ましい。しかし，産出額を産出量と価格から求めることができたの

はわずかに農業部門と工業部門の一部だけであり，生産物を細目までたどれたのは作物別に生産

量と価格の統計が得られた農業部門のみである。公共サービス，商業，貿易，運輸と金融の諸部

門の産出額は，多くが〈指数〉や〈割合〉を用いた間接的な方法によって算出された。たとえ

ば，商業と運輸部門では，関連のある農業部門と工業部門の産出額に，それぞれが市場に出る割

合〈市場割合〉や輸送に向けられる割合〈運輸割合〉といった比率をかけて算出され，また産出

額から付加価値額を求めるのに，関連する統計資料をもとに推計された〈付加価値率〉も多く使

われた。
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（１） 農業

農業の付加価値は，個々の農産物の生産量と価格によって求めた生産額から費用を差し引いて

求められた。データは農業省による調査や１９２７年以降定期的に実施された農業センサスから取

得した。農業省は各地の支所を通して定期的に，生産量，農業生産の諸要素に関するデータを収

集し，農産物の価格については年４回ほど行われた調査で郡ごとに作物別の平均価格が計算され

ている。

農業生産コストについても農業省のデータに多く依拠している。コストは項目ごと可能な方法

で試算され，内いくつかを紹介すると，まず播種費用については，農業省データを利用して作物

別に単位面積当たりの平均の播種量を求め，これと作付面積から播種量の総量を，さらに種の平

均価格を掛けて求められた。化学肥料と農薬については農業省の資料から施用量と価格のデータ

を得ることが可能であったことでこれを参考に算出された。

また灌漑用水のためのコストについては，水利局の管轄分に関しては水利局にデータがありこ

れが利用されたが，管轄外の用水についてはデータがなく費用に加えることができていない。損

害額については推計が難しく〈損害比率〉が使われた。損害比率は，穀物・豆類で生産額の

３％，果物・野菜で１５％とし一律に計算された。

以上は耕種作物についての付加価値の計算だが，畜産物の付加価値についても産出額と費用か

ら求められている。産出額については，１９７１年を基礎年とし DIEのデータから，まず家畜ごと

の頭数を確定し，家畜一頭から得られる食肉，乳，羊毛，皮革等の量と価格を家畜ごとに求め計

算された。当該期間（１９４８～７２）については１９７１年の頭数と増加率をもとに推計され，価格は

公表されている卸売物価指数が使われた。ただ家畜頭数の増加率の数字の根拠についてはとくに

説明がない。

畜産物を個々にみると，まず食肉は家畜の種類ごと計算された〈食肉割合〉と市場で取引され

る家畜頭数から食肉量を算出し，記録されたデータによる価格を参考に生産額が算出された。乳

生産では，家畜頭数と雌の出生率から家畜の種類ごとに搾乳可能な家畜数および乳生産量を試算

し，これに平均価格を掛けて乳生産額が算出された。また羊毛は家畜数と毛の生産係数から生産

量を出し価格を掛けて生産額が出された。

一方，家畜生産の費用については，予防接種，薬品のように獣医局のデータが存在するものも

表１ 家畜頭数の年増加率の推計

１９４８―１９６２ １９６２―１９６７ １９６８―１９７２

羊
ヤギ
アンゴラヤギ
牛
水牛

＋１．７４０
＋２．１３２
＋０．７１４
＋１．３６６
固定

＋１．８５１
－２．２００
－０．９００
＋１．３６６
＋１．０６３

＋１．８５１
－０．３００
－０．９００
＋１．３６６
＋１．０６３

（出所）DIE,“Türkiye Milli Geliri,１９４８～７２”, p.１２
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あるが，家畜小屋の用具や家畜の餌（穀物）のように計算の難しいものが多い。家畜小屋の用具

の例でみると，羊，ヤギ，アンゴラヤギは１００頭で１単位，牛，水牛，馬，ロバ，ラバは１０頭

で１単位と計算し，１９６８年の試算を基準にして１単位当たりの経費を一律４４リラとした。ま

た，家畜の餌（穀物）の計算では，小麦，大麦，カラスノエンドウなどの生産量の一定の割合を

餌用として計算した。比率は固定的に使われたが，この比率についての根拠は説明されていな

い。いずれにせよ費用の推計についてはデータ不足からかなり大雑把となっている。

林業は森林局の運営部が管轄していたことで産出額とコストに関する統計が揃っているが，漁

業については，漁獲量と価格についてのデータがあるものの推計に十分な根拠があるとは考えら

れない。また費用については，専門家が示したデータにもとづいて産出額の２０％に固定し，こ

れをすべての年次に適用した。

農業部門に関しては概して年鑑等のデータがありこれを参考に生産量が求められ，また価格に

ついても数字が比較的得やすかった。これに対して費用は計算の困難な項目が多く，〈割合〉を

用いて計算される場合が多かった。

（２） 工業

工業部門は，製造業，鉱業，電気・ガス・水からなり，建設については別に扱われた。製造業

の付加価値は，公共部門と民間部門とに分けて推計された。共和国初期のトルコでは工業化が遅

れまた資本等の面で工業化を担う民間の活力が乏しかったことで，１９２０年代末に始まる工業化

政策では，国営企業を設立すると同時に民間工業を育成する混合経済が戦略としてとられた。こ

のため，当該期間（１９４８～７２）の製造業の付加価値は国営部門と民間部門がほぼ拮抗していた。

資本の５０％以上を国・地方公共団体または国営の銀行等が管理する製造業が公共部門として

扱われているが，公共部門の製造業では付加価値はファクター収入から試算された。国営企業に

は補助金等の形で国から多額の資金がつぎ込まれてきたために，生産額と費用から付加価値を求

めるのは適当ではなく，給料，年金，社会保険（企業の支払い分），公共施設の利益，寄付，賃

貸料，利子などから試算された。

これに対して，民間部門の製造業は「産出－投入」で付加価値が求められた。民間企業のなか

表２ 製造業の付加価値に占める国営と民営部門（１００万 TL）

国営部門 民営部門 国営部門 民営部門

１９５０
１９５２
１９５４
１９５６
１９５８
１９６０

１２５２
１７８７
１７７２
１７９２
２１１９
３１０５

８８２
１１２６
１７３４
２４２０
２５８１
２８２５

１９６２
１９６４
１９６６
１９６８
１９７０
１９７１

３４６１
３９２１
５７４０
８８７８
９９８１
１１６２３

３１１４
３６８３
４９９４
６２１９
８４１０
９１２６

（出所）Turkish Statistical Instutute“Statistical Indicators １９２３―
２００７”１３―２,３
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には公共の資本が入っているものもあるが，資本の５０％以上が民間企業に属する製造業は民間

部門として扱われた。「産出－投入」で算出したとはいえ，農業部門のようなデータがなく，ア

ンケートなど限られたデータから産出額を推計し，さらに付加価値額は〈付加価値比率〉から算

出された。

工業部門は，雇用者が数人の都市や農村の零細な手工業をも含めると経営規模に差が大きく，

一括して推計することは難しいため規模によって３つに分けた。

�）１０人以上の労働者を雇用する経営

�）１０人以下の小規模経営

�）村の零細経営

それぞれの推計の方法は以下のようである。

１０人以上の労働者を雇用する経営では，DIEが１９５０と１９６３年に実施したサンプル調査の

データと１９５１から１９６９年にかけて実施されたアンケートが参考にされ，このデータをもとに産

出額と〈費用／産出額比率〉が試算された。アンケートから導き出された〈費用／産出額比率〉

は調査年ごとの変動が小さく比較的一定していた（１９６２年６７．０％，１９６４年６７．４％，１９６５年

６６．１％，１９６６年６６．１％，１９６７年６６．５％）。このため当該期間の年次の付加価値の推計に１９６８年

の数値が使われた。

１０人以下の小規模経営では，産出額や付加価値についてのデータを入手することが実質不可

能なため，DIEと工業省から取得したデータをもとに推計された。その方法は，工業省のデータ

にある１９６３年における民間製造業の合計産出額から（１）に当たる従業員１０人以上の製造業の産

出額を引いた残りを小規模工業の産出額とした。付加価値は１９６３年については産出額の３５％と

し，当該期間（１９４８～７２）の付加価値額の推移については，１９５５年，１９６０年，１９７０年の国勢調

査における従業員数を指数がして用いられた。

農村部の零細経営については生産額のデータを得ることは不可能である。このため村落当たり

の平均製造業従事者数と，サンプル調査からはじき出された従事者１人当たりの付加価値とから

表３ 農業・工鉱業の付加価値の指数（１９４８年価格）

（出所）“Statistical Indicators１９２３―２００７”２２―２より作成
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計算された。国勢調査によると人口２，０００人以下の村落数は３５，０００，これに１村落当たりの製

造業の従業者数を掛けて村落域の製造業従事者を１４５，０００人とした。またサンプル調査をもとに

１９６１年の村落域の製造業の付加価値を従業者１人当たり年間１０６０リラとした。当該期間につい

ては工業従事者数に変化がなく，また発展もないものと想定し，固定価格で付加価値が推計され

た。

鉱業の付加価値は，製造業の場合と同様に公営部門はファクター収入から推計された。運営管

理委員会報告，高等検査組織レポートなどから，賃金，利益，支払われた利子，賃貸料のデータ

を手に入れ，付加価値が求められた。これに対して民間部門では DIE鉱業部統計による産出額

と調査によって得られた〈費用／産出額比率〉から推計された。

（３） 建設

建設部門における投入（原材料）は建設過程で使用される石，土，セメント，鉄，木材などの

建設資材であり，産出額からこの投入額を差し引くと建設部門の付加価値になる。

産出額は，戸建て住宅，集合住宅，商業・工業の施設，文化・宗教等の施設に分けて推計され

た。このうち，戸建て住宅は「建設済み建築リスト」にある住居戸数と建設費の平均単価を掛け

て求めた。しかしトルコにはゲジェコンドゥ（一夜建ての意味）と呼ばれる無許可の住宅が多数

ある。このゲジェコンドゥについては年間の増加戸数を試算しこれも建築の平均単価を掛けて算

出し，この額に居住許可を受けた住居額を合わせて全体の建築額が推計された。

集合住宅の生産額も同様に「建設済み建築リスト」にもとづき，建築許可証から明らかになっ

た許可数と平均の単価を掛けて推計された。また，民間商業・工業施設，民間保健・文化・宗教

等の施設の建築額は建築許可証のデータから，村落部における建築額は１９６１年の村落域での建

築アンケートから推計された。

付加価値は以上の総建築額に〈付加価値割合〉を掛けて導き出された。付加価値割合は１９６２

年についてはセメント使用建築で３５％，セメント未使用建築で６５％とし，当該期間における付

加価値割合の変化は建設労働者の平均賃金と建築材料の卸売価格の指数から求められた。

（４） 商業

商業では，全体の売買を示す出納簿がないため貸借対照表を用いての商業収益の試算は不可能

であった。このため，付加価値はファクター収入，商業活動分野の組織が手にした利益と賃金・

利子，賃貸料の合計から求められた。１９５５と１９６０年の国勢調査から商業従事者数を求め，この

商業従事者を以下に示す経営者から労働者まで８つのレベルに分類し，税収等から各グループの

平均収入を求めて合計することで付加価値が求められた。

① 収入税にもとづく商業従事者の収入

② 法人税に属する商業従事者の収入
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③ 概算商業税課税に属する小売商の収入

④ 概算商業税課税者に入らない固定小売商の収入

毎年の概算商業税に関連する商人１人当たりの収入を求め，税金以外の固定収入を利益と

した。

⑤ 移動小売商の収入�

⑥ 労働法対象の労働者の収入�

⑦ 労働法適用対象外の職場の労働者の収入についてはデータが存在しないため，労働法対象

の労働者の１人当たりの収入をこのグループに適用した。

⑧ 商業活動分野に入る公共の組織労働者については，給与等に関するデータをアンケートで

求めた。

この各グループに関係する税について立ち入ることをしないが，この統計から営業利益と賃金

に相当する部分が計算可能である。また商業従事者数の増加率を２．８％として遡った。

商業分野が支払った利子については，すべての年の中央銀行刊行物で示された銀行組織に関す

るデータを使用して試算，貸し出されたクレジット金額に平均利子率を適用して額が求められ

た。商業活動分野が支払った賃貸料は，基本的には各県ごとに実施されたアンケートにより，収

入税の対象となる組織では２５％，概算商業税の対象となる組織では７５％が賃貸料を支払ってい

るものとして計算された。商業部門の減価償却は建築物と施設の２つであり，建築物について

は，その年に支払った賃貸料合計の２０％，施設の減価償却は商業部門の付加価値の１％とされ

た。

（５） 運輸

運輸業の付加価値は，①公営の国鉄・海運・航空の旅客輸送，②物流，それに③都市交通の３

つに分けて推計された。

①国鉄・海運・航空の旅客輸送については，公営であることから管轄部局の資料からファク

ター収入を得ることができる。一方，②物流については〈割合〉が使われた。下表に示された農

業，林業，畜産業，漁業，鉱業，製造業の生産物の〈市場に出る割合〉と〈運輸割合〉は，１９６３

年の DIEのサンプル調査で得られた数字である。

〈市場に出る割合〉と〈運輸割合〉は，鉱業，林業と工業分野に関しては当該期間（１９４８～

１９７２）不変であると仮定された。農業分野については，DIEの試算が実態に合わないため計算を

し直している。こうしたデータからはじき出された割合を使って物流部門の産出額が求められ，

産業部門 市場に出る割合 運輸割合

工業 ９３．１％ ５．９％

林業 ９９．２％ １８．６％

鉱業 ９８．１％ １５．３％
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付加価値はこの産出額とアンケートから求められた１９６３年の運輸部門の〈産出・投入比率〉か

ら算出された。また③都市交通は１９６４年のアンケート調査，１９６３年の産出・投入比率の研究結

果をもとに推計された。

いずれにせよ運輸部門については，サンプル調査やアンケートによって得られた数字をもとに

割合を数値化したものを使うといった間接的な方法で推計がなされており，実質との誤差がかな

り大きいのではないかと思われる。

（６） 金融機関

金融機関の銀行，農業金融，保険会社については，これらの機関にアンケートを行い，この情

報にもとづいて付加価値が求められた。付加価値計算のために使用したデータは，①現金支出，

②人件費，③社会保険の雇用者出資金，④寄付，⑤利子収入，⑥支払利子，それに⑦間接税で

あった。

サービスの対価として支払われた実際の収入は，金融機関の収入の中の小さな部分しか占めず，

利子収入から支払利子を差し引いた利子差収入を銀行の生産として認め，これが加えられた。

（７） 住宅収入

住宅収入は，世帯員と住居に関する項目が含まれる１９６０年と６５年のセンサスを使用。

都市と農村の住居の付加価値は別々に試算，センサスから行政単位ごとに支払われた平均家賃

が求められた。

都市部の家賃試算では，１９６０，６５年センサスから明らかになった平均家賃に，DIEが地方の

商工会議所から集めたアンケートのデータにもとづき作成した家賃指数を適用した。一方農村部

については１９６０，１９６５年の国勢調査による住居数と平均家賃をもとにトレンドで算出された。

維持費等は，都市部，農村部いずれも５％，劣化，老朽化割合は都市部で２０％，農村部にお

いては２５％とした。

（８） サービス

サービス分野の付加価値は政府機関による１９６３年の調査報告書の数字を使った。このレポー

トでは，まず税の申告書を参考にサービス業で働く１人当たりの収入を試算，申告書がないもの

については他のデータから１人当たりの収入を探した。つぎに，明らかになった１人当たりの収

入に１９６０年の国勢調査をもとに推計された１９６３年のサービス部門の労働者数を掛け全体の収入

とした。付加価値は，申告書から入手した経費項目を収入から差し引くことで求められた。

当該期間（１９４８～１９７２）付加価値の推移については１９６３年を基準に平均増加率から求めた

が，この部門の増加率は国内生産の増加率と同じとした。
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（９） 公共サービス

公共サービスの付加価値は，政府のサービス額の計算が不可能なためファクター収入から求め

た。

a） 給与・料金

（１）全ての給与・賃金 （２）すべての給与とサービス料金 （３）子供手当て

（４）出産援助 （５）死亡援助 （６）燃料費 （７）外国語手当て

（８）出勤手当て （９）賠償金，補償金

b） 支払い （１）衣料品 （２）食料品 （３）転勤費用 （４） 治療費

c） 保険，年金基金への雇用者による支払い

d） 劣化，老朽化

２） 国民所得の固定価格計上

変動価格で表した国民所得から価格の変化の影響を除くには固定価格に移す必要がある。この

ために使われた方法について以下に説明を行う。

産業別に産出額と原材料の使用額を固定価格に評価替えしその差額で実質的付加価値額を求め

るダブルデフレーション法については，１９４８～７２年の国民所得推計では，農産物と畜産物の分

野のみで可能であった。多くの分野では産出と投入のそれぞれ異なる指数を試算するための適切

な統計データすら存在しない。このため適切と思われる指数を使って固定価格を求める方法がと

表４ 産業部門ごと使われたデフレーター

経済活動分野 使用した指数

農業 a）農業・畜産業
b）農産加工業
c）林業
d）漁業

ダブルデフレーション法で基礎年価格計上
卸売物価指数，食品価格指数
生産者価格指数
生産者価格指数

工業 a）鉱業
b）製造業
c）電気，ガス，水

鉱業卸売物価指数
製造業卸売物価指数
卸売物価指数関連分野

建設 建設業労働者賃金指数

商業 農業と工業部門の付加価値（固定価格）

運輸 a）政府部門
b）民間部門

個々の価格指数
農業と工業部門の付加価値（固定価格）

金融 労働者数から取られたスケール指数

住居 基礎年の賃貸料

サービス サービス部門以外の付加価値（固定価格）の増減率

公共サービス a）給与・賃金
b）物資援助
c）賃貸料
d）劣化・老朽化

労働者数スケール指数
卸売物価指数
賃貸料指数
固定価格計上公共建設額の２％

（出所）DIE,１９４８～７２, p.７０
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られた。既知の数値データをもとに当該期間の固定価格を求める外挿法も多く用いられた。表４

は経済の主な部門において固定価格で付加価値を求めるために使用した指数を示したものであ

る。

このうち主要な分野について説明すると，農業分野では，農業生産と畜産はダブルデフレー

ション法を適用した唯一の分野である。当該期間（１９４８～７２）の生産量を基礎年とした１９６８年

価格で生産額を算出し，この生産額から１９６８年価格で求めた投入額を引くことで，１９６８年価格

による付加価値が求められた。また林業では，産出額と投入額を別々に出し，変動価格で求めら

れた各年の付加価値を生産者価格を指数を用いて固定価格に読み替えた。また漁業では，各年次

の生産額を生産量と１９６８年価格によって固定価格で求め，投入経費は一律生産額の２０％とした

ことで，各年の固定価格計上による生産額の８０％を付加価値とした。

表５ 農業・畜産業の生産額，経費，付加価値 １９６８年価格（１０００TL）

農産物の
生産額

畜産物の
生産額

農産物＋畜産
物の生産額

農業，畜産
の生産経費

農業，畜産
総付加価値内 穀類

１９４８ １３，１０４，９２５ ６，０６７，０１２ ９，５０４，４００ ２２，６０９，３２５ ７，０８８，０７６ １５，５２１，２４９

１９４９ １０，８４９，９７１ ３，６２３，７４８ ９，５８３，９００ ２０，４３３，８７１ ７，１０５，１９９ １３，３２８，６６７

１９５０ １２，４４８，４７９ ５，１８０，３９５ ９，６９２，５００ ２２，１４０，９７９ ７，３１７，９５２ １４，８２３，０２７

１９５１ １５，７３８，７７０ ７，１５３，５４７ ９，８８１，７００ ２５，６２０，４７０ ７，７０４，３５６ １７，９１６，１１４

１９５２ １７，８５６，６６１ ８，２１６，７６７ １０，０７８，３００ ２７，９３４，９６１ ８，１７２，４１８ １９，７６２，５４３

１９５３ １９，８７２，６８７ ９，６４４，８６４ １０，１９５，５００ ３０，０６８，１８７ ８，５２７，０６２ ２１，５４１，１２５

１９５４ １６，７１０，３０１ ６，５３２，８４５ １０，３８６，４００ ２７，０９６，７０１ ８，６６２，６５４ １８，４３４，０４７

１９５５ １８，４５３，０４７ ８，３２５，６０５ １０，５６０，５００ ２９，０１３，５４７ ８，７６３，１７０ ２０，２５０，４７７

１９５６ １９，５９６，２１８ ７，９６０，４５０ １０，７６３，７００ ３０，３５９，９１８ ９，１１４，０８６ ２１，２４５，８３２

１９５７ ２０，８０８，２３４ ９，８４０，３７７ １０，９５５，４００ ３１，７６３，６３４ ９，０８２，６６４ ２２，６８０，９７０

１９５８ ２３，１４１，５５５ １０，１７４，０５８ １１，１６８，４００ ３４，３０９，９５５ ９，４６９，３８０ ２４，８４０，５７５

１９５９ ２３，１１６，５１０ ９，４１９，９９４ １１，３７０，３００ ３４，４８６，８１０ ９，５９８，１０９ ２４，８８８，７０１

１９６０ ２３，５２１，０５５ １０，２４９，３７１ １１，５０４，８００ ３５，０２５，８５５ ９，６６４，７７２ ２３，３６１，０８３

１９６１ ２２，３７２，３６３ ８，６０６，０３７ １１，５５１，２００ ３３，９２３，５６３ ９，８８８，４３０ ２４，０３５，１３３

１９６２ ２３，２２５，２８３ ９，９５８，５９３ １１，８８９，０００ ３５，１１４，２８３ ９，９８７，９１２ ２５，１２６，３７１

１９６３ ２５，９８９，１１７ １１，７２８，１４８ １１，９２５，６００ ３７，９１４，７１７ １０，２７３，６３２ ２７，６４１，０８５

１９６４ ２５，７６８，７０２ ９，７０５，９８５ １２，２０６，４００ ３７，９７５，１０２ １０，４９０，３０４ ２７，４８４，７９８

１９６５ ２４，４９７，３３３ ９，９３４，９９２ １２，４６７，９００ ３６，９６５，２３３ １０，７２４，００６ ２６，２４１，２２７

１９６６ ２７，８３７，３８６ １１，１２７，８６８ １２，７２６，６００ ４０，５６３，９８６ １１，３６４，５１８ ２９，１９９，４６８

１９６７ ２７，７１２，１１４ １１，４２７，８９５ １３，０３５，４００ ４０，７４７，５１４ １１，６７４，２７０ ２９，０７３，２４４

１９６８ ２８，３３３，２６６ １０，７５６，２７９ １３，４８５，６００ ４１，８１８，８６６ １２，２３４，３５５ ２９，５８４，５１１

１９６９ ２８，３１１，８６９ １１，５８９，５６６ １３，８２７，９００ ４２，１３９，７６９ １２，３６８，２４９ ２９，７７１，５２０

１９７０ ２９，２８４，２５６ １０，８７３，１４９ １４，２３４，９００ ４３，５１９，１５６ １２，５１０，５２９ ３１，００８，６２７

１９７１ ３３，５３２，７９３ １４，１９５，９６４ １４，７５５，７００ ４８，２８８，４９３ １３，２０１，６０４ ３５，０８６，８８９

１９７２ ３２，５２６，４１７ １２，５５７，０８７ １５，４０３，０００ ４７，９２９，４１７ １３，８２５，７１０ ３４，１０３，７０７

（出所）ibid, pp.７４―７７
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工業分野は固定価格に読み替える上で必要な，信頼できるスケール指標も生産と消費に使用で

きる価格指標も存在しない。このため商業省が１９６３～６９年について作成した物価指数が使われ

た。さらに１９４８年まで遡るうえで，民間工業の分野では商業省の旧卸売物価指数が，国営工業

および鉱業と電気，ガス，水については，DIEの研究によって作られたデフレーターが使われ

た。ただ工業は当該期間，急速に発展してきた分野のため誤差が大きく生じる可能性があり，

DIEはこれを考慮し，研究を通してチェックがなされた。

建設業では付加価値は産出額に付加価値割合を掛けて産出したが，固定価格への読み替えには

建設労働者の平均賃金と建設資材の価格指数が使われた。

商業の付加価値は，先に示した，商業従事者の利益と賃金などの収入から算出されたが，もう

１つの方法は，国内で生産されて市場に出た農生産物と鉱工業生産物の額と輸入額に〈市場に出

る割合〉を掛けることで商業の産出額を計算し，これに付加価値比率を掛けて算出することが可

能だ。この場合，これらの〈割合〉は DIEの研究グループによって算出された。したがって，

商業の固定価格計上での付加価値は，農業と鉱工業の当該期間の固定価格による付加価値をもと

に〈割合〉で算出された。

運輸活動においても，公共・民間の貨物運輸に関しては，商業の場合と同様である。固定価格

で求めた農業と鉱工業の付加価値に〈市場に出る割合〉と〈運輸割合〉を掛けて計算された。

金融については，研究で求められた固定価格計上の指数が使用され，〈利率差銀行利益〉を推

計するための価格デフレーターが作られた。

住居では，基礎年である１９６８年の都市部と農村部の平均家賃価格を用い，１９６８年の平均家賃

価格に当該期間の住居数を掛けて固定価格による付加価値を算出した。

サービス分野では，産出額が国内生産の増減とほぼ一致している。変動価格で試算された

１９６８年のサービス分野の付加価値額を基準に，サービス分野以外の固定価格での付加価値の増

減率をもって算出した。

公共サービスは分けて試算され，このうち給与・賃金は DIEデータから公務員数の指数を作

成し１９６８年価格で試算，物資援助は１９６８＝１００とした卸売物価指数を使い１９６８年価格に読み替

えた。また支払われた賃貸料は賃貸料指数でデフレートした。

２．１９２３～４８年 国民所得統計

１） 産業部門ごとの付加価値計算（変動価格）

以上にみたように，トルコ政府統計局 DIEにより１９７２年に１９４８～７２年の国民所得の推計が

行われ，その結果が Türkiye Milli Geliri１９４８～７２として刊行されたが，この推計結果を踏まえ

てさらに共和国成立までの２５年間を遡る形での推計が試みられた。この研究と推計の作業はア

ンカラ大学の T. Bulutayを中心とするグループによった試みられ，１９７４年に“Türkiye Milli

Geliri１９２３～４８”として刊行された。その目的は，共和国成立後のトルコの経済と社会の分析に
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統計的な裏づけが必要とされたことにある。

推計方法は，基本的には DIEの Türkiye Milli Geliri１９４８～７２に準拠し，この推計をさらに

１９２３年まで遡らせることを目的としていた。しかし，データ不足や信頼性の問題で同じ方法が

とれない場合には，妥当と判断される別の手法がとられた。とくに，適切と思われる指数を求め

て Türkiye Milli Geliri１９４８～７２で出した１９４８年の数字を１９２３年まで遡る方法が多く採用され

た。T. Bulutayによると，研究を開始した当初，国民所得の推計に使えるデータの問題から十分

な成果を生まないだろうと予想されたが，実際には統計年鑑等に整理されたデータがかなりあっ

たことで予想以上の成果を得ることができた�。ただ，独立してから間もなく体制の未整備や経

験不足からデータ自体の信頼度に問題がなかった訳ではない。ここでは，国民経済計算のそれぞ

れの項目のとくに必要と思われる部分について推計の方法と問題点を示す。

（１） 農業（農業，畜産業，林業，漁業）

農・畜産業については当該期間においても生産量のデータが存在した。これは１９２７年の農業

センサス�と農業省の地方組織からもたらされる情報の集計によるものであり，１９２６年からほぼ

毎年出版されてきた“Türkiye istatisitik yulligi”（トルコ統計年鑑）等の刊行物から統計データ

が得られる�。一方農産物価格は基本において R. Aktanの研究に依拠し�，ここから得られない

年次については当該作物の輸出価格や小売価格が使われた。

野菜については，その多くが生産額を生産量と価格から求めることが不可能なため，農産物全

体の生産額に占める野菜の〈割合〉が使われた。１９４８年からの数年間でみるとこの割合に大き

な変化がなかったため（１９４８年：０．０３２０８，１９４９年：０．０３７８６，１９５０年：０．０３６６１），この３か年

の平均０．０３５５２を１９２４～１９４８年の全期間の〈割合〉として野菜の生産額を算出している。表６

は各種農産物の生産額を得るための生産量と価格の算出方法をまとめたものである。

一方，投入は以下の項目について算出された。

①播種用の種経費 ②農耕用家畜経費 ③自然肥料 ④化学肥料

⑤液体燃料 ⑥修繕経費 ⑦農作物被害 ⑧農薬経費 ⑨水

このうち①と④について算出の方法を紹介すると，播種用の種については，DIEが試算した

１９４８～４９年の各種作物のヘクタール当たりの播種量を当該期間についても変化がないものと

し，これと作付面積から播種用の種の総量を得，種の価格を掛けて算出している。また化学肥料

については，国内の出荷額と輸入額を合計することで算出しているが，１９４４年以前については

国内生産のデータが見つからなかったために輸入額のみとしている。

（２） 工業

製造業に関しては信頼度の高い資料が得られず DIEが推計した１９４８年の製造業の付加価値を

基準にこれを指数で遡るという間接的な方法をとっている。
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指数として使ったのは，把握可能な製造業分野の出荷額である。品目でいうと，１．セメント，

２．ガラス・磁器製品，３．紙，４．糸，５．砂糖，６．タバコ，７．ラク，８．ビール，９．小麦粉，１０．オ

リーブオイルと関連製品，１１．ブドウ・イチジク製品である。これらは１９２７年に議会を通過した

産業奨励法の適用を受けて奨励の対象となったことで１９３２～１９４８年の出荷額がわかっており，

表７ １９２３―１９４８年における農業部門の経費の細目と付加価値（変動価格）

農業部門の諸経費（変動価格 １０００TL）

１９２４年 １９２８年 １９３２年 １９３６年 １９４０年 １９４４年 １９４８年

農業生産の経費合計 ２００９４３ ２９８１２５ １２５２７２ １８８６７５ ２７７７２６ １０１７０６４ １１２７８９５

種まき ７０９３７ １１２８８３ ３３７０９ ５３９４６ ８１９３９ ２９９６３５ ３５６４０５

農作業用家畜 ５７０５１ ８８０８７ ３６１９３ ５６８０９ ９２６８５ ３５６９８１ ３４２６４２

自然肥料 ３１８６９ ４４５３１ ２５２８６ ３６２１８ ５１１６９ １８２１４７ ２００９７５

化学肥料 ２８ ７６ ６７ １９３ １５９ ９４０ ３３９５

液体燃料，修繕費等 １０３３８ １４８４８ ７５４５ １１２７６ １７２４７ ５７４２３ ６２４７４

損害 ２９９８３ ３６５９７ ２２０１３ ２９５４１ ３３５０９ １１６２０９ １５７８７３

農薬，灌漑 ７３７ １０９３ ４５９ ６５２ １０１８ ３７２９ ４１３１

農業部門の生産額合計 ５０７８３１ ７１５８４６ ３３６５６４ ６５３５４６ ８４９５９７ ２６８１１９５ ３８６５８４９

農業部門の付加価値 ３０６８８８ ４１７７２１ ２１１２９２ ４６４８７１ ５７１８７１ １６６４１３１ ２７３７９５４

（出所）ibid, tablo２９

表６ 農産物の生産量，価格の情報源および算出方法

作 物 生 産 量 価 格

小麦 １９２４年までは年鑑による。
１９２３年は，十分の一税をもとに直接
生産額を推計。

１９２６―１９４８年は，Aktanの価格データによる。
１９２３―１９２５年は，１９２６年の価格を，小麦輸入価格を
指数に遡る。

豆類 年鑑 概ね DIEの調査資料から情報を取得。
１９３５―１９４８年は，Aktanの推計した豆類の価格を指
数に，１９４８年の価格を遡る。
１９２３―１９２５年は，豆類の輸出価格を指数に，１９２６年
の価格を遡る。

タバコ
砂糖ダイコン

生産量は年鑑等の刊行物による。 １９２６―１９４８年は，１９４８年の価格を，Aktanの推計し
たデータを指数に遡る。
１９２３―１９２５年は，小売価格や輸出価格を指数
に，１９２６年価格を遡る。

綿花（綿実） 栽培面積と単収（kg/ha）を掛ける。
綿実生産量は，DIEの計算式，［種子
を取り除いた後の綿花生産量＝０．３７×
綿実生産量］を用いた。

１９２６―１９４８年の価格は，１９４８年の価格を Aktanの綿
花価格をもとに作成した指数で遡る。
１９２３―１９２５年の価格は，綿花輸出価格から導き出し
た指数で１９２６年の綿実価格を１９２３年まで遡る。

果物 DIEのデータを用いた。 １９４８年の価格を基準に１９２６年まで遡り，さらに
１９２６年の価格を基準にして１９２３年まで遡る。指数
として使ったのは，ヘーゼルナッツは Aktanの作
成した価格指標，イチジク，ブドウ等は１９２３―１９４８
年の輸出価格，リンゴ，ナシ，オリーブは，イスタ
ンブールの小売価格。

（出所）Ankara Universitesi,“Türkiye Milli Geliri１９２３―４８”１９７４年, pp.６―５９より作成
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これをデータとして使い，品目によって比重を掛け１つの指数とした。

１９２６～３１年については製造業の出荷額を追うことができなかったため，製造業部門に対する

利益税が指数として使われた。これを指数として使うことに問題がない訳ではないが，報告書に

よると，他に適当なデータがなかったためとしている。この指数によって先に算出した１９３２年

の製造業付加価値を遡り，変動価格による当該期間における付加価値が求められた。

鉱業（鉱業と石材採取業）も製造業同様に，DIEによる先の１９４８～７２年の推計における１９４８

年の鉱業付加価値を指数で遡る方法がとられた。鉱物については生産量データが１９２３年から

揃っており，鉱物の中から主要なものを選びそれぞれの生産指数と各鉱物の割合から１つの指数

を作った�。１９４８年の付加価値をこの指数で遡ることから，１９４８年の固定価格で１９２３年まで付

加価値が求められた。

電気，ガス，水においても，１９４８～７２年推計の１９４８年の付加価値を指数で遡る方法がとられ

た。指数として使ったのは料金収入である。この場合，可能なかぎり多くの県のデータをとるの

がよいが，実際には主要な３つの県（イスタンブル，アンカラ，イズミル）のみのデータによっ

た。

（３） 建設業・住宅収入

建設業分野でとった方法も，DIEが１９４８～７２年の推計で使ったものと同様である。民間部門

と公共部門を分け，民間部門についてはセメント使用の建設物と未使用の建設物に分けた。

セメント未使用の建設物は，村落域の住居，農業用建物が中心となるため，村落人口の変化と

表８ 産業奨励法によって設立された事業所の１９４１年に
おける品目別生産額と割合

品 目 生産額（千 TL）
生産額総計の中の各品
目の生産額の割合

セメント ５４００ ０．０１８４

ガラス・磁器 １３８３ ０．００４７

紙 ６２８１ ０．０２１４

糸 ８６９５２ ０．２９６１

砂糖 ２２３５０ ０．０７６１

タバコ ５７０１７ ０．１９４２

ラク １４３１３ ０．０４８７

ビール ４７５１ ０．０１６２

小麦粉 ６３２４１ ０．２１５４

オリーブオイル，オリー
ブオイル＋小麦粉

１７７６９ ０．０６０５

ブドウ，イチジク １４１７２ ０．０４８３

合 計 ２９３６２９ １．００００

（出所）DIE工業統計，No：２３７, pp.５―３０
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の関連が考えられ，村落域の人口が指数に使われた。一方，セメント使用建設物は，民間の家

屋，集合住宅，民間商業・工業施設，医療・文化・宗教施設などからなる。これらの増減はセメ

ントと建設用の鉄鋼材の消費量によった把握が可能であり，これらの生産量と輸入量から指数を

作っている。さらに公共施設については，国家や地方政府の財政支出から関連する項目を取り上

げデータとし指数が作られた。これらのいずれも１９４８年の産出額を作成した指数で遡る方法が

とられた。

産出額から付加価値額を導き出すのには〈付加価値比率〉が用いられた。すべてのセメント使

用建築（民間部門＋公共部門）では産出額の２９．９％，セメント未使用建築の生産額の５９．６％の

割合を適応し，付加価値額のデータが作られた。

住宅収入（賃貸業）では，都市と農村の住宅に分け，都市では毎年の住宅ストック数のデー

タ，農村部では農村部の人口変化を指数に，DIEが推計した１９４８年付加価値を１９２３年まで遡っ

た。

都市部においては，１９４８年の住宅のストック数からそれ以前の各年に作られた住宅数を引

き，１９２３年から１９４８年までの期間の年間住宅建築数を調べ，これを指数に１９４８年の都市部の

住宅の付加価値を１９２３年まで遡ることで１９４８年価格の固定価格による都市部の住居付加価値を

出し，さらにこれを都市部の人口指数で修正している。

農村部の住宅の付加価値については農村部の人口にもとづいて求めている。DIEが推計した

１９４８年の農村部住居付加価値を，農村部人口を基本に遡り，１９２３～１９４８年について１９４８年価格

の農村部住居付加価値データを算出している。

（４） 運輸・通信・貿易

この部門は，①公共部門（国有鉄道，国有船舶会社，国有航空，郵便，電報，電話事業）と②

民間部門（a旅客輸送，b貨物輸送）に分けて推計された。

公共部門については，DIE国民所得部の方法に則れば，組織のファクター収入から求める必要

があったが，ファクター収入の中の特別権（ozluk haklari）だけを使い，これを拠り所に１９４８

年の付加価値を１９２３年まで遡った。特別権とは，国有鉄道などの公共部門が独立採算ではなく

政府財政と分離していないことと関係があり，経費，特別世帯援助，補償金，賞与，保険金，援

助金などからなっている。算出された変動価格での数字を固定価格に移す指数としては，この部

門で付加価値にもっとも大きな鉄道と船舶の最大の経費である石炭の価格を使った。

民間部門のうち旅客輸送では自動車とバスの台数を指数とし１９４８年の付加価値を遡った。ま

た貨物輸送では，まず農産物生産，畜産業，林業，製造業と鉱業の生産額にそれぞれの輸入額を

加え，〈市場に出る割合〉，〈運輸割合〉をもとに産出額を出し，これに〈付加価値割合〉を掛け

て付加価値を出した。付加価値割合は DIEに依拠し，すべての分野で６０％とした。

貿易では，上述した民間分野での貨物輸送の項でとられた〈上乗せ割合〉を用いる方法がとら
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れた。貿易の項目で用いた上乗せ割合は市場に出る割合と貿易割合であり，ここから付加価値比

率を用いて付加価値が算出された。

（５） 金融機関（銀行，保険会社，その他の金融機関）

金融機関の付加価値については，DIEの１９４８～７２年の推計方法が踏襲され，収入から付加価

値が求められた。具体的には，①利益，②人件費・報酬，③利子から試算し，ここから重複を避

けるために配当，証券収入等を控除した。

ただこれらのデータについては当該期間を通して銀行制度が十分に整っていた訳ではないの

で，信頼度の高いデータを採用する判断が求められた。利益については，トルコ中央銀行季刊誌

のデータから国営銀行全体の損益データが得られた�。国営銀行のなかではトルコの工業化政策

との関係で設立されたシュメール銀行などが重要となるが，少なくとも１９４８以前においては銀

行業務が重要な位置を占めていなかったためにこの銀行の利益については差し引いた。一方民営

のオスマン銀行はトルコの銀行業市場において非常に重要であったことでトルコ国内で獲得した

利益については国営銀行の利益合計に加えた。

次に人件費・報酬については，貸借対照表と利益・損失表を入手できたトルコ勧業銀行とトル

コ農業銀行についてのみ取り上げた。しかし当該期間のすべてが網羅されておらず，空白期間に

ついては，一般経費中の〈給与割合〉や DIEの統計年鑑で埋められた。

利子に関するデータもトルコ農業銀行とトルコ勧業銀行の貸借対照表と利益・損失表から取り

出した。

２） 国民支出の推計

次に，１９２３～４８年における国民支出の推計方法を紹介する。DIEの１９４８～７２年の推計の場合

と同様に，政府最終消費支出，総固定資本形成，純輸出を計算し，民間最終消費支出については

国内総生産からこれらを差し引く形で算出された。このため民間最終消費支出については合計の

みが示されている。

まず当該期間（１９２３～４８年）の変動価格による政府最終消費支出の算出方法をみると，〈１９４８

表９ 産出額計算のための〈上乗せ割合〉と〈付加価値割合〉

部 門 市場に出る割合（％） 貿易割合 ticaret payi（％） 付加価値割合（％）

農産物生産
畜産業
林業
鉱業
製造業

２８．５
１８．３
９９．２
９８．１
９３．１

５．９８
１９．００
４１．００
２８．００
１６．００

８６．０
８６．０
８６．０
８６．０
８６．０

（出所）Ankara Universitesi, op. cit. p.９７
（注）上乗せ割合，付加価比率は DIE国民所得部の調査研究で算出されたもの
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～７２年推計〉の１９４８年の数字を指数によって１９２３年まで遡る方法がとられた。指数として使

われたのは，データとして得られた１９２３～４８年の政府支出，具体的には給与・賃金，非住居建

築賃貸料，その他動産とサービスにおける消費額である。非住居建築賃貸料，その他の動産と

サービス消費についてのデータは国庫一般収支から，給与・賃金は一般予算，追加予算，県およ

び市におけるデータから取り出した。こうして算出された各年の政府支出の合計を指数化し，

DIEが算出した１９４８年の数字を遡った。この変動価格による政府最終消費支出は卸売物価指数

によって固定価格に置き換えられた。

次に総固定資本形成の算出方法をみると，政府最終消費支出同様に，〈１９４８～７２年推計〉の

１９４８年の推計値を作成した指数で遡ることで求められた。まず機材・機器の投資額の推計で

は，この指数として使われたは当該期間の機材・機器の投資額である。機材・機器の投資額

（Lm）が機材・機器の輸入額（M） と製造業の付加価値額（Ys）の関数であることに注目し，

DIEの１９４８～５７年の機材・機器の投資額から求められた Lmの関数（０．５３M＋０．４７Ys）によっ

て１９２３に遡って指数を得ている。

建設投資については建設の項目で明らかにされており，これを機材・機器の投資額に加えると

全投資額が得られる。

物資とサービスの純輸出については DIE統計年鑑が参照された。固定価格に置き換える際に

は，輸入には輸入品価格指数，輸出には輸出品価格指数を使っている。

そして最後に，国内総生産からこれらの項目を差し引き，残りを民間最終消費支出とした。
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表１０ 国内総支出 １９２３―７１年 変動価格（１００万 TL）

民間最終

消費支出
総固定資本形成 政府最終消費支出

在庫
輸出―

輸入

国内総

生産

（GDP）合計 合計

公共部門 民間部門

合計 俸給
その他の

経常費計
機械・

設備
建設

その他

の建設
計

機械・

設備
建設

１９２３

１９２４

１９２５

１９２６

１９２７

１９２８

１９２９

１９３０

１９３１

１９３２

１９３３

１９３４

１９３５

１９３６

１９３７

１９３８

１９３９

１９４０

１９４１

１９４２

１９４３

１９４４

１９４５

１９４６

１９４７

８７０

１０４６

１２９９

１４３４

１２１２

１３４５

１８０２

１２３１

１１２３

９１３

８６８

９０５

９９５

１３１８

１３８４

１４３４

１５１４

１６６６

２１９３

５０５０

７７３８

５１０５

４００９

５３３１

５８８５

６６

９９

１３０

１３２

１６０

１７５

２１１

１８７

１１７

１０５

１０９

１４３

１３２

１５４

１７１

２１５

２１６

２３５

２５４

３８７

６１２

５６８

５４３

６２２

７２９

８８．１

１０５．７

１５７．５

１４４．５

１６３

１７１

１６９．６

１６９．２

１５３．６

１４１．２

１４３．２

１６５．６

１７９．７

２０１．１

２３１．１

２５４．２

３２６．７

４４６．６

５０３．８

７４９．２

８３６．１

９５２．１

８３２．６

７１５．２

１００７．８

７２．７

７０．８

１１

１０．５

１１１．２

１１２

１２１．９

１２１．６

１１０．８

１０８

１１０．６

１２０

１２８．３

１３８．６

１５０．４

１６２．１

２１０．８

２６７．８

３３５．７

５１６．１

５４５．１

６０６．７

５０７．８

５１１．１

７３８．４

１５．４

３４．９

１４６．５

１３４

５１．８

５９

４７．７

４７．６

４２．８

３３．２

３２．６

４５．６

５１．４

６２．５

８０．７

９２．１

１１５．９

１７８．８

１６８．１

２３３．１

２９１

３４５．４

３２４．８

２０４．１

２６９．４

―６０

―３５

―４９

―４８

―５３

―５０

―１０１

４

１

１５

２２

５

７

２５

２４

―５

９

４３

４８

１７

５４

６８

９３

２０８

―６０

９６４．１

１２１５．７

１５３７．５

１６６２．５

１４８２

１６４１

２０８１．６

１５９１．２

１３９４．６

１１７４．２

１１４２．２

１２１８．６

１３１３．７

１６９８．１

１８１０．１

１８９８．２

２０６５．７

２３９０．６

２９９８．８

６２０３．２

９２４０．１

６６９３．１

５４７７．６

６８７６．２

７５６１．８

１９４８

１９４９

１９５０

１９５１

１９５２

１９５３

１９５４

１９５５

１９５６

１９５７

１９５８

１９５９

１９６０

１９６１

１９６２

１９６３

１９６４

１９６５

１９６６

１９６７

１９６８

１９６９

１９７０

１９７１

１９７２

７７９６

７７７６

９５２５

１０６７５

１２７７９

１２６４６

１５５２１

１８０６７

２３２１４

２９４７１

３６５２１

３８３６９

３９９１３

４５１１６

５２１４１

５４５０４

５７８６８

６７８９６

７５５６６

８２９４４

９２１８１

１００９６２

１３５４８７

８８９

１０３２

１０６４

１２５５

１８０４

２０４０

２４７３

３０３５

３３６６

３９０６

４９０４

６６９１

７５１６

７８４３

８７１３

１00７７
１０５６７

１１７４７

１５１５３

１７２９２

２０４３１

２３３７４

２７００５

３１７３６

３３０

３７１

４１５

４７８

７２６

９５０

１０８４

１２８５

１５７１

１９０１

２０９８

３０７９

３７５８

３８２８

４１０８

５１９７

５７６６

６５３９

８１０２

９３０２

１１４３７

１３０４１

７６

７９

８６

９２

２１９

２４２

２５７

２７６

３８０

２５７

２７３

６６８

１０２２

１０１８

１２０２

１１４９

１２８６

１５１７

１８０５

２０９４

２８６８

３３３４

１４５

１４６

２００

２７０

３１１

３３９

３８１

４７５

５３４

７３４

８７４

９５８

１０７９

１７３８

１９４０

１７２１

２２１７

２４３３

３０５７

３４４４

１８５

２４０

３０７

４３９

５１６

６７０

８１０

１１６９

１２９１

１６７７

１８６２

１８５２

１８２８

２３０９

２５４０

３３０２

４０８１

４７７５

５５１２

６２６３

５６０

６６１

６４９

７７７

１０７８

１０９０

１３９０

１７４９

１７９５

２００５

２８０６

３６１２

３７５８

４０１５

４６０５

４８８０

４８０２

５２０７

７０５２

７９９１

８９９４

１０３３４

２０８

２３８

２４６

３６３

５０８

４１４

４０３

５３５

５３４

５８７

１０６２

１６２６

１６７７

１９０８

２２１８

２３５９

１９００

１７８５

２９４９

３２３７

３５４８

３３８４

３５２

４２３

４０３

４１５

５７０

６７６

９８７

１２１４

１２６１

１４１８

１７４４

１９８５

２０８１

２１０８

２３８６

２５２２

２９０２

３４２３

４１０３

４７５４

５４４６

６９５０

１０８９．１

１６１９

１７３２

２３７２

２４４３

２４８９

３０７９

３２５６

３６６９

４４６６

５９７０

６５０７

７６００

８９１４

９８８７

１０６１６

１１２８９

１２１６０

１２３２９

１３４８３

１４８３２

１８７１９

２５０５８

８２１．８ ２６７．３ ―２１９

―５４．

―２１７．

―４９９．

―４１２．

―４５４．

―５０２．

―２５８．

―１２０．

―１８９．

―１２０２．

―１１０９．

―１３４５．

―２１５９．

―２８６９．

―１２５３．

―１０９８．

―２２２９．

―１４３８．

―２４０９．

―２５０２．

１０４０５．１

１２２９４．８

１４３５１．６

１６８４９．７

１７１５４．３

２１１３２．５

２４４３０．６

３０６６８．５

３８６５１．９

４７９７９．９

５１２８３．２

５４０１１．４

６０５８３．６

６９２３５．９

７４４３４．３

７９８０５．５

９２９８０．３

１０３７４９．４

１１４４４８．６

１２７８８５．１

（出所）State Institute of Statistics, National Income, Total expenditure and investment of Turkey, 1938, 1948−70 , Ankara,１９７２
１９２３―４８年については，Turlye Milli Geriri１９２３―１９４８９―６表，９―１表より作成
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表
１１

国
内
総
生
産
（
付
加
価
値
合
計
）
１９
２３

―４
７
１９
４８
年
価
格
（
１０
０
万
T
L）

１
．農
林
水
産
業

２
．鉱
工
業

３
．建
築
業
４
．卸
・
小

売
業

５
．運
輸
・

通
信
業

６
．金
融
業

７
．不
動

産
，住
宅

８
．サ
ー
ビ

ス
業

９
．セ
ク

タ
ー
合
計

（
１
～
８
）

１０
．政
府

サ
ー
ビ
ス

１１
．合
計

（
９
＋
１０
）

１２
．輸
入

税

１３
．国
内

総
生
産

G
D

P
計

農
業
，

牧
畜

林
業

漁
業

計
鉱
業

製
造
業

電
気
，

ガ
ス
，水

１９
２３

１９
２４

１９
２５

１９
２６

１９
２７

１９
２８

１９
２９

１９
３０

１９
３１

１９
３２

１９
３３

１９
３４

１９
３５

１９
３６

１９
３７

１９
３８

１９
３９

１９
４０

１９
４１

１９
４２

１９
４３

１９
４４

１９
４５

１９
４６

１９
４７

１
，２
６３
．５

１
，６
０７
．２

１
，６
９６
．５

２
，２
３６
．７

１
，５
４６
．２

１
，８
４２
．４

２
，６
２６
．５

２
，５
２５
．１

２
，８
８６
．８

２
，０
５５
．０

２
，５
０９
．５

２
，５
７８
．３

２
，４
２０
．５

３
，７
３１
．２

３
，５
９９
．５

３
，７
９３
．５

３
，９
３９
．４

３
，８
９０
．６

３
，２
４９
．２

３
，８
８０
．７

３
，３
８５
．２

３
，０
３１
．８

２
，３
２１
．６

３
，５
８０
．０

３
，１
６２
．９

１
，２
４８
．６

１
，５
７７
．１

１
，６
６８
．２

２
，２
０６
．８

１
，５
２３
．５

１
，８
２０
．１

２
，５
９９
．３

２
，４
９８
．６

２
，８
５７
．１

２
，０
３０
．１

２
，４
７７
．４

２
，５
４０
．０

２
，３
８８
．２

３
，６
８８
．８

３
，５
５５
．３

３
，７
４２
．６

３
，８
８０
．７

３
，８
３９
．５

３
，２
１７
．９

３
，８
２９
．５

３
，３
２９
．８

２
，９
８２
．３

２
，２
７１
．３

３
，５
２３
．９

３
，１
０７
．３

９
．５

２３
．２

２１
．２

２０
．３ １６

１４
．４

１５
．９

１５
．６

１７
．３ １６

２１
．３

２７
．３

２１
．９

２６
．４

３０
．８

３４
．７

４１
．９

３４
．５

１７
．３

３４
．６ ５１

３６
．６

４０
．５

４０
．８

４２
．１

５
．４

６
．９

７
．２

９
．６

６
．７

７
．９

１１
．３

１０
．９

１２
．４

８
．９

１０
．８ １１

１０
．４ １６

１５
．４

１６
．２

１６
．８

１６
．６ １４

１６
．６

１４
．４

１２
．９

９
．８

１５
．３

１３
．５

３０
９
．２

２８
７
．１

３３
８
．４

３８
８
．４

４６
３
．９

４６
１
．２

４７
８
．５

５３
８
．３

６１
５
．７

７２
５
．１

８６
２
．９

９８
１
．８

９８
０
．６

９４
６
．８

１
，０
４４
．７

１
，２
０８
．７

１
，４
１０
．９

１
，２
６７
．４

１
，２
３７
．６

１
，２
０６
．４

１
，１
８９
．４

１
，１
１６
．６

９３
１
．７

１
，１
７５
．３

１
，２
４２
．９

１８
．４ ３１

２６
．４

３６
．３

２８
．６

４２
．９

３６
．６

３７
．７

３９
．９

４４
．２

４４
．２

５４
．９

５８
．６

５７
．６

６３
．４

６９
．０

７０
．１

６８
．５

７２
．２

６１
．９

７５
．７

８２
．６

８１
．６

７７
．８

８６
．３

２８
３
．６

２４
８
．３

３０
３
．５

３４
２
．７

４１
５
．３

４０
７
．６

４３
０
．１

４８
７
．４

５６
０
．５

６６
４
．８

８０
１
．４

９０
７
．９

９０
２
．９

８６
９
．７

９５
９
．７

１
，１
１５
．６

１
，３
１４
．５

１
，１
７１
．９

１
，１
３９
．２

１
，１
１６
．９

１
，０
８６
．９

１
，０
０４
．３

８１
８
．２

１
，０
６４
．３

１
，１
１７
．４

７
．２

７
．８

８
．５

９
．４ １０ １１

１１
．８

１４
．２

１５
．３

１６
．１

１７
．３ １９

１９
．１

１９
．５

２１
．６

２４
．１

２６
．３

２７
．０

２６
．２

２７
．６

２６
．８

２９
．７

３１
．９

３３
．２

３９
．２

８０
．７

１１
０
．４

１３
８
．１

１３
８
．１

１７
３
．９

１９
５
．２

２３
２
．２

２４
０
．７

１５
９
．８

１５
６
．７

１８
３
．８

２１
６
．２

２１
０
．１

２３
８
．９

２４
８
．２

３０
９
．４

３１
１
．４

３０
１
．６

２３
３
．２

１９
３
．７

２４
７
．９

２３
１
．２

２２
５
．４

２５
４
．４

２３
７
．５

２０
１
．２

２２
７
．４

２６
４
．１

２９
７
．４

３０
４
．４

３１
１
．２

３２
５
．１

３２
８
．６

３５
８

３７
９
．２

４２
５
．５

４７
６
．４

４７
１
．３

４８
８
．１

５３
１
．０

６１
２
．２

６５
５
．６

５６
２
．１

５２
７
．７

５３
８
．０

５３
７
．５

４９
２
．０

４２
２
．５

５３
３
．１

６４
０
．９

９４
．４

１１
６
．５

１３
３
．９

１４
７
．６

１４
５
．６

１６
４
．７

１８
８
．５

１９
０
．１

１９
８
．３

１８
７

２０
８
．３

２２
７
．２

２２
５
．５

２５
５
．７

２８
３
．０

３１
６
．９

３４
７
．９

３２
９
．５

３１
８
．４

３６
３
．２

３２
６
．６

３０
０
．３

２９
５
．８

３６
１
．７

４４
２
．２

１８
．７

２６
．９

４０
．６

６１
．１

５６
．９

６７
．１

７６
．４

８６
．４ ８９

１０
２
．６

８３
．１

９０
．４ ７９

８６
．６

８５
．３

１４
４
．９

１３
３
．６

９２
．６

１０
７
．４

６８
．３

４６
．６

６４
．３

７５
．６

１１
４
．５

１１
３
．７

５０
５
．２

５１
６
．７

５２
８
．６

５４
０
．９

５５
３
．６

５６
４
．４

５７
７
．５

５９
２
．３

６０
５
．８

６２
１
．３

６３
７
．３

６５
３
．３

６６
８

６８
２
．６

６９
９
．０

７１
４
．０

７３
８
．４

７６
２
．８

７７
４
．９

７８
６
．５

７９
８
．２

８０
９
．９

８２
５
．０

８４
７
．０

８６
９
．９

１５
１
．３

１７
３
．８

１９
３
．４

２２
９
．５

１９
８
．９

２２
０

２７
０
．３

２７
５
．９

３０
０
．４

２６
５
．４

３０
８
．４

３２
７
．５

３１
７
．２

３９
３
．３

３９
８
．１

４３
６
．８

４７
２
．５

４５
４
．９

４０
７
．５

４３
０
．７

３８
８
．３

３７
０
．５

３１
３
．１

４１
３
．３

４１
７
．０

２
，６
２４
．２

３
，０
６６
．０

３
，３
３３
．７

４
，０
３９
．７

３
，４
４３
．４

３
，８
２６
．２

４
，７
７５
．０

４
，７
７８
．４

５
，２
１３
．８

４
，４
９２
．３

５
，２
１８
．８

５
，５
５１
．１

５
，３
７２
．２

６
，８
２３
．２

６
，８
８８
．８

７
，５
３６
．４

８
，０
０９
．７

７
，６
６１
．５

６
，８
５５
．９

７
，４
６７
．５

６
，９
２６
．７

６
，４
１６
．６

５
，４
１０
．７

７
，２
７９
．３

７
，１
２７
．０

２３
１
．６

２１
４
．９

３１
６
．９

２９
３
．２

３１
２
．３

３２
７
．７

３２
８
．４

４３
０
．２

４５
７
．７

５１
９

６０
２
．９

６３
２
．６

６１
６
．９

６０
１
．４

６２
６
．７

７１
０
．３

９１
１
．１

９２
６
．６

８３
６
．９

６４
４
．７

４０
４
．０

５７
８
．０

４９
９
．６

５２
３
．１

７４
６
．０

２
，８
５５
．８

３
，２
８０
．９

３
，６
５０
．６

４
，３
３２
．９

３
，７
５５
．７

４
，１
５３
．９

５
，１
０３
．４

５
，２
０８
．６

５
，６
７１
．５

５
，０
１１
．３

５
，８
２１
．７

６
，１
８３
．７

５
，９
８９
．１

７
，４
２４
．６

７
，５
１５
．５

８
，２
４６
．７

８
，９
２０
．８

８
，５
８１
．１

７
，６
９２
．８

８
，１
３２
．２

７
，３
３０
．７

６
，９
９４
．６

５
，９
１０
．３

７
，８
０２
．４

７
，８
７３
．０

１０
３
．３

１１
０
．９

１６
６
．７

１７
９
．５

１８
１
．４

２０
７
．８

１９
７
．４

２２
２
．１

２０
５
．７

２４
１
．２

２４
３
．５

２６
３
．７

２６
３
．３

２６
９
．８

２９
５
．１

３０
２
．８

２１
８
．５

１１
３
．８

１０
７
．１

９８
．１

９２
．９

５２
．６

５９
．６

８２
．９

３３
８
．５

２
，９
５９
．１

３
，３
９１
．８

３
，８
１７
．３

４
，５
１２
．４

３
，９
３７
．１

４
，３
６１
．７

５
，３
００
．８

５
，４
３０
．７

５
，８
７７
．２

５
，２
５２
．５

６
，０
６５
．２

６
，４
４７
．４

６
，２
５２
．４

７
，６
９４
．４

７
，８
１０
．６

８
，５
４９
．５

９
，１
３９
．３

８
，７
０１
．９

７
，７
９９
．９

８
，２
３０
．３

７
，４
２３
．６

７
，０
４７
．２

５
，９
６９
．９

７
，８
８５
．３

８
，２
１１
．５

（
出
所
）

A
nk

ar
a

U
ni

ve
rs

ite
si

,T
ür

ki
ya

M
ill

iG
el

ir
i,１
９２
３
―４
８
，
統
計
篇

p.
１２
０
，
表
８
―２
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表
１２

国
内
総
生
産
（
付
加
価
値
合
計
）
１９
４８

―７
２
１９
６８
年
価
格
（
１０
０
万
T
L）

１
．農
林
水
産
業

２
．鉱
工
業

３
．建
築
業
４
．卸
・
小

売
業

５
．運
輸
・

通
信
業
６
．金
融
業
７
．不
動

産
，住
宅

８
．サ
ー
ビ

ス
業

９
．（

Le
ss
）

１０
．セ
ク

タ
ー
合
計

（
１
～
９
）

１１
．政
府

サ
ー
ビ
ス

１２
．合
計

（
１０
＋
１１
）

１３
．輸
入

税

１４
．国
内

総
生
産

G
D

P
計

農
業
，

牧
畜

林
業

漁
業

計
鉱
業

製
造
業

電
気
，

ガ
ス
，水

１９
４８

１９
４９

１９
５０

１９
５１

１９
５２

１９
５３

１９
５４

１９
５５

１９
５６

１９
５７

１９
５８

１９
５９

１９
６０

１９
６１

１９
６２

１９
６３

１９
６４

１９
６５

１９
６６

１９
６７

１９
６８

１９
６９

１９
７０

１９
７１

１９
７２

１６
，５
２６
．３

１４
，３
２４
．７

１５
，８
６７
．７

１８
，９
９８
．３

２０
，８
５６
．１

２２
，６
６８
．３

１９
，６
０６
．８

２１
，４
８２
．７

２２
，５
５３
．０

２３
，９
８４
．６

２６
，２
１２
．５

２６
，２
５７
．８

２６
，８
３６
．３

２５
，５
４８
．８

２６
，７
３９
．６

２９
，３
４４
．１

２９
，２
２３
．７

２８
，１
００
．９

３１
，１
２８
．０

３１
，２
０５
．１

３１
，６
９９
．８

３２
，１
０９
．８

３３
，３
５６
．１
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注

� 本論文は，神奈川大学奨励助成金（２００９～２０１１年度）による共同研究「２００８年世界不況と２１世紀金融

資本主義の挫折―グローバリズムの帰結と制度の再設計―」の成果の一部である。なお，統計資料の整

理・分析に際して，一橋大学大学院博士後期課程の穐山祐子氏の協力を得ました。

� このプロセスについては１９７４年に刊行された“Türkiye Gerili ve Harcamaları１９４８～１９７２”に仔細に記

されている。また推計の結果は，“Türkiye Milli Geliri１９４８―１９７２”として公表された。

� Ankara Universitesi,“Türkiye Milli Geliri１９２３―１９４８”Ankara,１９７４

� 主に使用したのは以下の文献である。

Istatistik Genel Müdürlu�gü,“Türkiye Milli Geliri１９４３―４４”１９４７年

Istatistik Umum Müdürlu�gü,“Türkiye Milli Geliri１９３８，１９４８―５１”１９５４年

Basbakanlık Devlet Istatistik Enstitusu,“Türkiye Milli Geliri ve Harçamaları１９４８―７２”１９７３年

Ankara Universitesi,“Türkiye Milli Geliri１９２３―４８”１９７４年

� gezici eshaf kazancı

� is kanununa tabi çalı�sanların geliri

� Ankara Universitesi, op. cit. p.４.
・	 T. C. Ba�svekalet Istatistik Ümüm Müdürlu�gü（１９２９）,“Umumi nüfus tahriri,２８Tesrinevvel”１９２７

・
 １９２６年以降，Ba�svekelet Istatistik Ümüm Müdürlu�gü（政府統計局）から“Türkiye istatisitik yullı�gı”

（トルコ統計年鑑）がほぼ毎年刊行されている。

� Aktan, Re�sat,“Türkiye’de ziraat mahsulleri fiyatları”, Ankara universitesi siyasal bilgileri fakültesi

yayınları,１９５５

� DIE Sanayi istatistikleri, yayın２７, pp.６―８


 T. C. Merkez bankası, uç aylık bulten, Ocak-Mart１９５０, Nisan-Haziran１９５０, no:７４―７５, p.７８,７９
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